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   みんなでつくる　美瑛の未来

丘のまち丘のまち

～ ０歳児のおへや ～～ ０歳児のおへや ～

子どもたちの健やかな成長を願って子どもたちの健やかな成長を願って

美瑛町Ｗｅｂサイト　https://www.town.biei.hokkaido.jp　



  
み
ん
な
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
美
瑛
の
未
来

　
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
美
瑛
町
。
そ
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
が
必
要
で

す
。
福
祉
・
子
育
て
に
関
す
る
計
画
や
、
道
路
・
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
な
ど
、
町
の

全
て
の
計
画
の
最
上
位
に
位
置
す
る
の
が
「
美
瑛
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
で
あ
り
、
町
で
は

現
在
、
こ
の
総
合
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
と
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
や
目
指
し
て
い
く
将
来
の
ま

ち
の
姿
を
定
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
方
法
や
手
段
を
総
合
的
・
体
系
的
に
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
、
ま
ち
の
あ
ら
ゆ
る

施
策
や
計
画
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

美
瑛
町
で
は
、
２
０
１
６
年
に
「
第
５

次
美
瑛
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
を
定

め
、
２
０
２
５
年
ま
で
の
10
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
最
上
位
計
画
に
位
置
づ
け
て
い

ま
す
が
、
社
会
情
勢
が
急
速
に
変
化
す
る

中
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
へ
の
さ
ら
な

る
対
応
に
加
え
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災

害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
社
会
生
活
・
経
済
活
動
へ
の
影
響

な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
計
画

の
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
た
「
美

瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
素
案
が
完
成
し

ま
し
た

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
た

め
に

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に
立
ち
向
か
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
主
導
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
限
界
が
あ
り
、
町
民
や
民
間
事

業
者
な
ど
の
協
力
・
連
携
が
必
要
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
自
分
た
ち
の
住

む
ま
ち
の
現
状
や
課
題
、
こ
の
ま
ち
な
ら

で
は
の
強
み
を
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ま
ち
づ
く
り
を
自
分
事
と
し
て
捉
え

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
町
民
と
役
場
職
員
が
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
た
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
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皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

～
町
民
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
～

　

「
美
瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
ま
だ
完

成
し
て
い
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
素
案
に
対
す
る
ご
意

見
を
加
味
し
て
完
成
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
10
年
後
、
さ
ら
に
そ
の
先

も
、
ず
っ
と
「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

美
瑛
町
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

▼
町
民
コ
メ
ン
ト
の
実
施
期
間

　

９
月
16
日
（
木
）
ま
で

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
役
場
１
階
町
民
コ
ー
ナ
ー

で
閲
覧
く
だ
さ
い
。

　

「
美
瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
完
成
後
、

さ
ら
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
具

体
的
な
施
策
と
な
る
「
打
ち
手
」
を
検
討

し
、
そ
れ
を
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と
で
新

た
な
総
合
計
画
を
構
成
し
て
い
き
ま
す
。

「美瑛町共有ビジョン」( 素案 )

●豊かな美しい景観が、農業と観光の架け橋となるまち　
世界に誇る「丘のまちびえい」を守り、地域資源が農業と観光の新たな価値を生み、あらゆる

産業の相乗効果を高めるまち

●誰もが自らの可能性を伸ばせるまち

自分たちの未来を信じ、チャレンジを応援しあえるまち

●誰もが健康でともに支えあい、安心して住み続けられるまち
充実した保健福祉と医療を受けられる体制が確保され、みんなで声をかけあい健やかに暮らせ

るまち

●ライフラインが確保され、災害に負けない強さとしなやかさを備えるまち

十勝岳噴火やあらゆる災害に対応できる最新技術を取り入れたインフラ環境を整備するとともに、

防災・減災についてみんなで考え行動するまち

●豊かな自然と共生し、エネルギーや資源を自給できるまち

十勝岳連峰の裾野に広がる豊かな環境を守りながら、再生可能エネルギーなどを取り入れ、持

続可能な循環型社会を目指すまち

●子どもの個性を育み、全力で応援するまち

地域全体で子どもの成長を見守り、多様な個性に応じたサポートができるまち

●すべての人に居場所と役割があり、希望を持って笑顔で暮らせるまち

人と人とがつながりあい、多様性を尊重し、すべての人々に居場所や活躍の場があり、自分ら

しくいられるまち

「
声
」
を
取
り
入
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
の
中
核
と
な
る
「
美
瑛
町
共
有
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
が
共

に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の

要
素
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
際
に
頂
い
た
声
を
で
き
る
だ
け

多
く
取
り
入
れ
る
よ
う
作
業
が
進
め
ら

れ
、
こ
の
ほ
ど
、
２
０
４
０
年
の
美
瑛
町

の
あ
り
た
い
姿
を
描
い
た
「
共
有
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
素
案
が
完
成
し
ま
し
た
。　
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
延
期
し
て
い
た
「
令
和

３
年
美
瑛
町
は
た
ち
の
集
い
」
が
、
８
月

14
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
12
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
１
１
４
人
で
、
そ
の
内
51
人
が
式
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
角
和
町
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍
で

迎
え
た
成
人
式
。
こ
の
よ
う
な
大
変
な
状

況
の
中
、
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
一
生
の
思
い
出

の
形
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
情
勢
で
の
船
出
と
な
り
ま
す
が
、

町
は
全
力
で
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
そ
の
若
さ
と
柔
軟
さ
で
乗
り

切
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
成
人
を
代
表
し
て
井
上
愛
唯

さ
ん
、
佐
藤
匠
さ
ん
、
静
田
椿
さ
ん
、
常

磐
龍
斗
さ
ん
の
４
人
が
「
二
十
歳
を
迎
え

た
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
歩
ん
で
い
く
人
生

の
中
で
、
先
輩
た
ち
が
ふ
る
さ
と
を
し
っ

か
り
と
守
り
育
て
て
き
た
よ
う
に
、
私
た

ち
も
後
輩
た
ち
に
自
信
を
も
っ
て
引
き
継

げ
る
よ
う
一
歩
ず
つ
歩
み
、
後
輩
た
ち
の

見
本
と
な
る
よ
う
な
責
任
あ
る
社
会
人
と

し
て
生
き
抜
く
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。」

と
、
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

事
前
に
参
加
者
全
員
が
抗
原
検
査
を
行

う
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
最
大
限
行
い
、「
マ
ス
ク
着
用
」「
式

典
時
間
短
縮
」「
飲
食
を
伴
う
祝
賀
会
中

止
」
な
ど
多
く
の
制
限
を
設
け
て
開
催
し

た
式
典
で
し
た
が
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
は

久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
の
会
話
や
写
真

新

令和３年　美瑛町はたちの集い
～　新成人の皆さん、おめでとうございます　～
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式
典
の
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す

※
９
月
30
日
ま
で
の
公
開
で
す
。

　

成
人
を
迎
え
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
保
育
士
に

な
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
て
や
り

が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

　

社
会
人
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
節
度
あ

る
行
動
を
と
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

美
瑛
で
生
ま
れ
て
育
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
、
札
幌
に
住
ん
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
が
、札
幌
に
住
ん
で
み
て
、

改
め
て
美
瑛
の
良
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

将
来
、
結
婚
し
て

子
ど
も
を
育
て
る

な
ら
美
瑛
で
育
て

た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

は
た
ち
の
集
い
実
行
委
員
の
2
人
に

成
人
を
迎
え
た
思
い
を
伺
い
ま
し
た

実行委員長
井上愛唯さん

副実行委員長
常磐龍斗さん

撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
生
に
一
度
し
か
な
い
成
人
式
。
新
成

人
の
皆
さ
ん
は
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
と
、
未
来
へ
の
希
望

を
胸
に
、
新
た
な
歩
み
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
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令
和
３
年
度　

美
瑛
町
表
彰

字
水
沢
新
生

▼
美
瑛
町
農
業
協
同
組
合
理
事
12
年

藤
田

　
元
弘
（
67
）

古
川
　
紘
史
（
39
）   

字
み
ど
り

髙
倉
　
雅 

（
43
）

字
旭
第
５

字
み
ど
り

▼
美
瑛
町
農
業
委
員
会
委
員
12
年

古
川

　
勝
義
（
65
）

教
育
委
員
会
の
委
員
や
町
議
会

議
員
な
ど
町
の
公
職
を
歴
任
さ

れ
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
方 公 

職 

表 
彰

次
代
を
担
う
優
良
な
農
林
業
・

商
工
業
後
継
者
等
に
対
し
、
活

躍
を
期
待
し
顕
彰
し
ま
す

【
農
林
業
】
優
良
後
継
者

農
林
業
・
商
工
業

優
良
後
継
者
等
顕
彰

【
商
工
業
】
優
良
後
継
者

田
中
　
富
郎
（
58
）   

字
旭
北
星

白
間
　
篤
史
（
42
）
　

西
町
４
丁
目
２
番

前
田

　
岳
（
42
）

旭
川
市
東
旭
川
南
１
条
４
丁
目

菊
地

　
啓
一
（
37
）　

 

字
朗
根
内

佐
籘

　
秀
樹
（
35
）

西
町
４
丁
目
５
番

植
田

　
邦
弘
（
36
）

旭
町
１
丁
目
５
番

瀧
田
　
竜
士
（
36
）

字
水
上

　
団
体
な
ど
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
方
々
、
ま
た
町
の
産
業
を
担
う
優
良
な
後
継
者
、
新
規
就
農
者
お
よ
び
新

規
起
業
者
と
し
て
農
林
業
・
商
工
業
に
携
わ
る
方
へ
、
９
月
15
日
の
開
拓
記
念
日
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

※
敬
称
略

公
共
的
団
体
な
ど
の
職
に
就
か

れ
、
地
域
社
会
に
尽
力
し
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
方

公 

益 

表 

彰

字
旭
第
５

▼
美
瑛
町
農
業
協
同
組
合
代
表
監
事
ほ

　

か
18
年

山
本

　
英
之
（
67
）

字
北
瑛
第
３

▼
美
瑛
町
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
専

　

務
ほ
か
20
年

浦
島
　
規
生
（
60
）

【
農
林
業
】 

新
規
就
農
者

【
商
工
業
】 

新
規
起
業
者

澤
田
　
昌
彦
（
53
）

字
旭
第
７
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16
歳
以
上
の
方
は

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
が
で
き
ま
す

　

現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
予
約
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
予
約
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
、
ロ
グ
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

〇
ロ
グ
イ
ン
後
に
設
定
す
る
パ
ス
ワ
ー
ド

　

を
忘
れ
る
と
、
自
分
で
は
再
設
定
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
メ
モ
を
と
る
な

　

ど
大
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
の
入
力
を
行
う
日
か
ら
、
20
日
後

　

ま
で
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
２
回
目
の
予
約
日
は
、
１
回
目
の
接
種

日
の
３
週
間
後
の
同
じ
時
間
、
同
じ
場

所
で
自
動
的
に
設
定
さ
れ
ま
す
。　

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ

ン
供
給
量
に
応
じ
、
接
種
者
数
を
調
整
し

な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
な
る
べ
く
お
早
目
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、９
月
以
降
に
12
歳
に
な
る
方
は
、

12
歳
に
な
る
誕
生
月
の
翌
月
１
日
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

現
在
、

全
て
の
年
代
の
予
約
が
可
能
で
す

町
民
セ
ン
タ
ー
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

実
施
曜
日
が
変
わ
り
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

公
表
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　

６
月
20
日
か
ら
、
北
海
道
に
よ
る
感
染

者
の
公
表
方
法
が
見
直
し
さ
れ
、
本
町
で

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
こ
の
方
法

に
基
づ
き
、
防
災
無
線
や
地
デ
ジ
広
報
な

ど
で
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▼
北
海
道
の
基
本
的
な
考
え
方

　

感
染
さ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
へ

の
差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中
傷
が
起
こ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配

慮
し
つ
つ
、
道
民
一
人
一
人
が
自
ら
感
染

予
防
な
ど
に
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、地
域
の
感
染
状
況
を
的
確
、

か
つ
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
た
公
表
に
見
直
す

▼
公
表
方
法
の
見
直
し
内
容

【
見
直
し
前
】

　

本
人
に
同
意
を
得
ら
れ
た
内
容
（
年
代

や
性
別
）
に
つ
い
て
の
み
、
毎
日
、
感
染

者
ご
と
に
振
興
局
区
分
で
公
表

【
見
直
し
後
】　

①
毎
日
の
公
表
／
振
興
局
単
位
で
の
総
感

　

染
者
数
を
公
表

②
週
に
１
度
の
公
表
／
市
町
村
単
位
で
の

　

１
週
間
の
累
計
感
染
者
数
を
公
表

▼
過
去
３
週
間
の
感
染
者
発
生
状
況

　

８
月
１
日
～
７
日　
　

２
人

　

８
月
８
日
～
14
日　
　

２
人

　

８
月
15
日
～
21
日　
　

２
人

ー接種を受ける際の同意ー
ワクチンの接種は、強制ではありません。予防接種を受ける方には、予防接種による感染症予防の効果と副反応のリスクの双方に
ついてご理解いただき、自らの意志で接種を受けていただきます。

接
種
日
／

　

木
曜
日
（
毎
週
）
の
午
後
の
み

　

土
曜
日･

日
曜
日(

月
２
～
４
日)

の

　

午
後
の
み

※
９
月
は
、
18
日　

（
土
）
・
19
日
（
日
）

　

に
実
施
予
定
で
す
。
10
月
以
降
の
実
施

　

日
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

　

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
12
歳
か
ら
15
歳
の
方
は
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
の
接
種
は
対
象
外
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
92
ー
７
０
２
１
・
92
ー
７
０
９
０

旭
川
市
内
で
接
種
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

▽
旭
川
市
内
の
医
療
機
関
で
の
接
種
を
お

　
考
え
の
方

　

旭
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
「
医
療
機
関
予
約
受
付
状

況
」
で
接
種
可
能
な
医
療
機

関
を
確
認
し
、
直
接
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
旭
川
市
の
集
団
接
種
会
場
で
の
接
種
を

　
お
考
え
の
方

　

旭
川
市
新
型
コ
ロ
ナ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
25-

３
５
０
１
）
に
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
／
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

　

15
分
（
土
日
含
む
）

接
種
日
／
９
月
４
日（
土
）
か
ら
26
日（
日
）

　

ま
で
の
土
・
日
曜
日

　

※
10
月
以
降
の
日
程
に
つ
い
て
は
旭
川

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

接
種
会
場
／
旭
川
市
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
旭
川
駅
前
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
旭
川
西

※
ど
ち
ら
で
接
種
す
る
場
合
も
、
住
所
地

外
接
種
届
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

12
歳
か
ら
15
歳
の
方

特
別
接
種
日
を
設
け
ま
す

日
程
／
１
回
目　

９
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

　
　
　

２
回
目　

10
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）

場
所
／
町
立
病
院

申
込
方
法
／
９
月
３
日
（
金
）
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

右
記
以
外
の
日
程
を
希
望
の
場
合
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
券
に
同
封
し
て
い
る

「
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

８
月
末
時
点
で
満
12
歳
に
な
る
方
お
よ

び
令
和
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
13
歳
か
ら

15
歳
に
な
る
方
を
対
象
に
、
特
別
接
種
日

を
設
け
ま
す
。



　

国
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

の
動
き
を
受
け
て
、
町
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
向
け
た
持
続
可
能
（
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
）
な
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
耕
畜
産
業
連

携
や
土
づ
く
り
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
農
業
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
農
福
連
携
の
取
り

組
み
や
女
性
農
業
者
へ
の
支
援
を
通
じ
て

農
林
業
の
人
手
、
担
い
手
の
確
保
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
ス
ノ
ー
ブ
ル
苗
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
り
、

商
品
規
格
に
と
ら
わ
れ
ず
、
真
に
消
費
者

が
求
め
る
良
質
な
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
全
国
に

発
信
し
て
い
く
た
め
、
農
林
水
産
省
の
「
あ

ふ
の
環わ

２
０
３
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
食
と

農
林
水
産
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
考

え
る
～
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

あ
ふ
の
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ゴ
ー
ル
12
「
つ
く
る
責
任
、
つ
か
う
責

任
」
を
踏
ま
え
、
国
内
に
お
い
て
持
続
可

能
な
消
費
を
広
め
る
た
め
の
活
動
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
も
豊
か
に
暮
ら

せ
る
未
来
を
創
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
に
際
し
、

「
サ
ス
テ
ナ
宣
言
」を
掲
げ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
農
林
課
で
は
、
左
記
の
宣
言
を

掲
げ
ま
し
た
。

　

今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
持
続
可
能
な
農
業
の
取
り
組
み
を
推

進
し
つ
つ
、
積
極
的
な
情
報
発
信
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
農
業
へ
の
取
り
組
み
を
全
国
に
発
信

「
サ
ス
テ
ナ
宣
言
」
を
掲
げ
ま
し
た

　

国
は
新
た
な
農
業
施
策
の
方
針
と
し
て
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
打
ち
出

し
、
美
瑛
町
で
も
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
と
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
５
月
に
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
を
決
定

　

国
内
外
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境

へ
の
対
応
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
中
、
我

が
国
の
食
料
・
農
林
水
産
業
に
お
い
て
も

的
確
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
農
林
水
産
省
で
は
、
昨
年
12
月
21

日
に
、
野
上
農
林
水
産
大
臣
を
本
部
長
と

す
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
本

部
」
を
設
置
し
、
５
月
12
日
に
、
食
料
・

農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の

両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る
新

た
な
政
策
方
針
と
し
て
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

我
が
国
の
食
料
・
農
林
水
産
業
が
直
面

す
る
課
題

　

我
が
国
の
食
料
・
農
林
水
産
業
は
、

▽
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
・
大
規
模
自

　

然
災
害
の
増
加

▽
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
の
衰
退

な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

規
模
の
水
害
や
雪
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
担
い
手
減
少
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
生
産
基
盤
の
弱
体
化
へ
の
対
応
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
食
料
・
農
林
水
産
業

は
、
輸
出
増
加
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い

こ
と
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
を
育
む
重

要
な
産
業
で
あ
る
と
同
時
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
も
貢
献
で
き
る

こ
と
、
Ａ
Ｉ
な
ど
最
新
技
術
に
よ
り
時
間

農林課からのお知らせ

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実
現
に
向
け
て

と
費
用
を
大
幅
に
節
約
し
な
が
ら
、
食
料

不
足
や
気
候
変
動
な
ど
に
適
切
に
対
応
で

き
る
こ
と
な
ど
、
将
来
に
向
け
て
大
き
な

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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担
い
手
研
修
セ
ン
タ
ー
美
進
に
あ
る
農

福
連
携
用
の
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、
７
月

19
日
か
ら
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

実
習
生
た
ち
は
収
穫
で
き
る
ト
マ
ト
を

慎
重
に
選
び
、
丁
寧
に
収
穫
し
て
ヘ
タ
を

ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
い
き
ま
す
。
ト
マ
ト
の

収
穫
は
難
易
度
の
高
い
作
業
で
、
最
初
の

う
ち
は
収
穫
す
る
ト
マ
ト
を
選
ぶ
の
に
悩

む
場
面
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
ど

ん
と
習
熟
度
が
増
し
、
現
在
は
手
早
く
正

確
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
ト
マ
ト
は
、
他
の
ト
マ
ト
生

産
者
と
同
じ
く
農
協
の
選
果
場
に
出
荷
し

て
い
ま
す
が
、
選
果
場
の
細
か
い
ル
ー
ル

を
守
り
な
が
ら
、
１
つ
10
㌕
も
あ
る
コ
ン

テ
ナ
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
車
の
荷

台
か
ら
運
び
入
れ
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
町
農
福
連
携
推
進
協
議
会
で
は
、

農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
開
始
す
る
農
林

業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
雇
用
を
開
始
し
た
日
か
ら

最
大
で
３
か
月
間
、
月
額
３
万
円
を
支
援

し
ま
す
。
な
お
、
農
福
連
携
の
経
験
が
な

い
農
林
業
者
の
場
合
は
、
最
大
で
月
５
万

円
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
福
連
携
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
の
見
学
を
予
約
制
で
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
役
場
農
林
課
（
☎

92-

４
３
９
１
）
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
福
連
携
事
業

ト
マ
ト
の
収
穫
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
　

　

農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
た
く
さ
ん
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ふ
る
さ

と
市
場
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

実
習
生
が
丹
精
込
め
て
生
産
し
た
ト
マ

ト
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
市
場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す

農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す

幻
の
ア
ス
パ
ラ
「
ラ
ス
ノ
ー
ブ
ル
」
苗
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

広
報
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
４
月
23
日
か
ら
７
月
21

日
ま
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

活
用
し
た
寄
附
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
０
９
人
の
方
か
ら
８
３

３
万
３
千
円
の
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は

「
ラ
ス
ノ
ー
ブ
ル
の
生
産
が
ず
っ
と
続
け

ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
「
生
産
者
の
皆
さ
ん

に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
同
時
に
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
」
と
い
っ
た
温
か
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

クローン苗を定植した試験圃場

　

今
回
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

通
し
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
大

変
多
く
の
皆
さ
ん
が
関
心
を
持
た
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
会

を
始
め
、
日
頃
か
ら
本
町
を
応
援
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ん
と
の
繋
が
り
を
強
く
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
の
期
待
を
受
け
な
が

ら
「
幻
」
で
は
な
く
町
を
代
表
す
る
「
特

産
品
」
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
多
く
の
方

に
ラ
ス
ノ
ー
ブ
ル
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

試験管で育つクローン苗
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７
月
２
日
に「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
長
野
県
中
川
村
で
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再
拡
大
を
受
け
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告

と
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
実
施
で

き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事
業
や
連
合
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
強
化
に
取
り

組
む
と
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
３
町
村
地
域
（
高
原
町
・

弘
前
市
岩
木
・
球
磨
村
）
が
連
合
か
ら
退

会
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
香
川
県

ま
ん
の
う
町
（
琴
南
・
仲
南
・
長
炭
）
が

新
た
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
61
町

村
地
域
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

定
期
総
会
開
催

修
景
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

７
月
17
日
に
、
美
瑛
町
日
本
で
最
も
美

し
い
村
づ
く
り
協
議
会
主
催
事
業
「
丘
の

ま
ち
び
え
い
の
農
村
景
観
を
守
る
修
景
活

動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

30
℃
を
超
え
る
炎
天
下
の
中
、
町
内
の

関
係
団
体
か
ら
20
名
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
、
町
道
旭
美
瑛
線
の
転
落
防
止
柵
の
景

観
色
へ
の
塗
装
と
、
国
道
２
３
７
号
線
の

植
樹
帯
の
雑
草
抜
き
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
修
景
活
動
に
よ
り
周
囲
の
景
観

と
調
和
し
た
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
今
後
も
継

続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
20
日
に
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
主
催
の
「
美
し
い
村
オ
ン
ラ
イ

ン
大
学
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
自
治
体
の
首
長
が
講
師
と
な
り
、
自

治
体
で
の
取
り
組
み
を
加
盟
町
村
地
域

や
会
員
へ
向
け
て
講
義
す
る
、
連
合
初
の

取
り
組
み
で
、
記
念
す
べ
き
１
回
目
の

講
義
は
、
角
和
町
長
が
講
師
と
な
り
「
移

住
対
策
お
よ
び
交
流
人
口
」
を
テ
ー
マ

に
、
美
瑛
町
の
人
口
減
少
対
策
と
し
て
移

住
支
援
策
や
体
験
住
宅
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

「
美
し
い
村
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
」
は
今

後
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
も
受
講
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
２
回
美
し
い
村
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学

開
催
日
時
／
９
月
17
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時

講
師
／
山
形
県
大
蔵
村
加
藤
正
美
村
長

講
義
テ
ー
マ
／
大
蔵
村
の
持
続
可
能
な

　

む
ら
づ
く
り

参
加
申
込
期
限
／
９
月
10
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
美
し
い
村
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
」
実
施

日
本
で
最
も
美
し
い
村
通
信

問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
政
策
調
整
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

４
３
３
０

新
た
に
加
盟
し
た

香
川
県
ま
ん
の
う
町
を
紹
介

　

ま
ん
の
う
町
は
、
香
川
県
南
西
部
に
位

置
し
、県
下
で
３
番
目
に
大
き
な
町
で
す
。

讃
岐
の
水
瓶
と
も
呼
ば
れ
る
、
日
本
最
大

級
の
灌
漑
用
た
め
池
「
満
濃
池
」
が
あ
り

ま
す
。

　

古
く
か
ら
農
業
が
中
心
の
ま
ち
で
、
そ

ば
畑
が
広
が
る
「
島
が
峰
地
区
」
、
恵
み

の
雨
を
祈
る
雨
乞
い
踊
り
と
し
て
住
民
が

保
存
継
承
し
て
き
た
「
綾
子
踊
」
、
約
30

年
前
か
ら
地
域
活
性
化
の
目
的
で
栽
培
し

て
い
る
「
ひ
ま
わ
り
」
が
地
域
資
源
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
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町　長
コラム
 vol.27

美瑛町長

角和　浩幸

８
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

４
日　

第
40
回
美
瑛
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

　
　
　

会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

花
人
街
道
連
携
協
議
会
総
会

６
日　

上
川
地
域
づ
く
り
連
携
会
議

８
日　

白
金
温
泉
開
湯
記
念
日

10
日　

美
瑛
町
森
林
組
合
理
事
会

14
日　

は
た
ち
の
集
い

20
日　

上
川
町
村
会
定
期
総
会
（
当
麻
町
）

21
日　

テ
レ
ワ
ー
ク
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク

　
　
　

イ
ベ
ン
ト

31
日　

町
内
小
学
校
６
年
生
ふ
る
さ
と
学

　
　
　

習

　
　
　

美
馬
牛
行
政
区
懇
談
会

　

樹
木
は
隣
の
弱
っ
た
木
を
助
け
る
た

め
、
根
を
通
じ
て
栄
養
を
渡
し
た
り
、
外

敵
の
襲
来
を
教
え
あ
っ
た
り
し
て
い
る
。

そ
ん
な
植
物
の
驚
く
べ
き
生
態
を
描
い
た

の
が
『
樹
木
た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
生
活
』

（
ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ル
レ
ー
ベ
ン
著
）。

樹
木
は
、
仲
間
を
大
切
に
し
、
語
り
合
っ

て
い
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　

メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
で
は
な
く
、
科
学
的

事
実
だ
と
聞
く
と
、
森
林
を
見
る
目
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
、
こ
れ
ま
で
も

多
面
的
な
機
能
が
評
価
さ
れ
て
き
た
森
林

が
、
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
そ
う
な
流
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

「

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

」。

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
取
り
組
み

で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、「
グ
リ
ー
ン

成
長
」
を
柱
と
す
る
新
「
森
林
・
林
業
基

本
計
画
」
を
政
府
は
閣
議
決
定
し
、
同
じ

流
れ
の
中
で
北
海
道
も
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
」
を
標
ぼ
う
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
７
年
に
京
都
で
開
か
れ
た
気
候

変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締
結
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
３
）
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
を
定
め
た
京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
、
記
者
と
し
て
取
材
活
動
を

し
た
際
、「
世
界
規
模
で
取
り
組
み
が
進

む
の
だ
ろ
う
か
」と
半
信
半
疑
で
し
た
が
、

25
年
近
く
経
ち
、
温
暖
化
対
策
に
挑
む
各

国
の
姿
勢
に
目
を
見
張
り
ま
す
。

　

美

瑛

町

も

も

ち

ろ
ん

カ

ー

ボ

ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
念
頭
に
政
策
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
の
が
広
大
な
森
林
面
積
で

す
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
取
引

す
る
「
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
の
試
み
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
良
質
な
森
林
を
守

る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
、

管
理
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
美
瑛
町
産
業

連
関
表
に
よ
る
と
、
地
域
内
経
済
へ
の

影
響
の
大
き
さ
を
示
す
「
産
業
波
及
係

数
」
が
最
も
高
い
の
は
林
業
、
次
い
で

木
材
木
製
品
製
造
業
の
順
で
し
た
。
つ

ま
り
林
産
業
が
元
気
な
ら
ば
、
ほ
か
の

産
業
も
元
気
に
な
る
。
山
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
と
地

域
経
済
振
興
の
一
石
二
鳥
と
な
り
ま
す
。

　

記
録
的
な
酷
暑
と
干
ば
つ
が
続
い
た
こ

の
夏
。
田
畑
や
家
畜
も
苦
し
み
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
木
陰
は
一
服
の
涼
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
山
で
暮
ら
す
動
物
た
ち

も
木
々
に
守
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
山

装
う
」
は
秋
の
季
語
。
間
も
な
く
鮮
や
か

な
紅
葉
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

助
け
合
い
、
分
か
ち
合
う
森
と
い
の
ち

の
多
様
性
が
、
人
間
の
都
合
で
排
出
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
か
ら
地
球
を
守
っ
て
く

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　７月分支出額計　　　68,548円

令和３年７月分交際費支出状況

※支出状況は毎月お伝えします。町ホームページ「町
長室から」 でも公開します。

支出月日 件　名 支出金額

7/1
那智勝浦町からの特産品受領に
対するお礼（アスパラ）

4,860

7/2
トリドール HD との包括連携協
定式に要した賄費

52,888

7/8 町長名刺購入代 10,800

【
実
施
期
間
】

　
９
月
21
日(

火)

～
30
日(

木
）

  

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
　

  

が
始
ま
り
ま
す

　

日
没
時
刻
が
早
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交

通
事
故
が
多
く
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
、

特
に
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
で
は
、
４
つ
の
全

国
重
点
項
目
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
　
運
動
の
重
点
項
目
　
ー

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
歩

　

行
者
の
安
全
の
確
保

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
歩
行

　

者
な
ど
の
保
護
な
ど
安
全
運
転
意
識
の

　

向
上

・
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
遵

　

守
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
な
ど
の
悪
質
・
危
険
な
運
転

　

の
根
絶

－11－



今
月
の
星
空
コ
ラ
ム

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美み

宙そ
ら

」

― 

今
月
の
星
空
の
魅
力
を
お
送
り
し
ま
す 

―

　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
は
連
日
の
猛

暑
で
し
た
が
、
空
の
方
は
日
々
少
し
ず
つ

秋
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は

土
星
と
木
星
が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま

す
。
午
後
７
時
に
も
な
る
と
辺
り
は
す
っ

か
り
暗
く
な
り
、
南
東
の
空
、
十
勝
岳
連

峰
上
空
に
は
こ
の
２
つ
の
星
が
輝
い
て
い

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
き
わ
明
る

く
輝
く
星
が
木
星
で
、
握
り
こ
ぶ
し
２
つ

分
く
ら
い
右
側
に
見
え
る
明
る
い
星
が
土

星
で
す
。

　

昨
年
末
、
こ
の
２
つ
の
星
の
見
た
目
の

距
離
が
近
づ
く
大
接
近
が
見
ら
れ
話
題
と

な
り
ま
し
た
が
、
木
星
も
土
星
も
太
陽
を

回
る
た
め
毎
日
少
し
ず
つ
位
置
を
変
え
て

い
き
、
今
年
は
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
輝

い
て
い
ま
す
。
木
星
と
土
星
の
接
近
は
約

20
年
に
１
度
の
周
期
で
起
こ
り
ま
す
が
、

昨
年
末
ほ
ど
の
大
接
近
は
約
４
０
０
年
ぶ

り
で
、
次
回
は
約
60
年
後
と
な
り
ま
す
。

　

２
つ
の
星
が
接
近
し
た
姿
は
し
ば
ら
く

見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
木
星
の
縞
や
土
星
の

環
を
見
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
望
遠
鏡

で
30
倍
以
上
の
倍
率
に
す
る
と
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
郷
土
学
館
の
「
ぴ
か
り
」
望

遠
鏡
で
は
、
よ
り
大
き
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
午
後
６
時
以
降
に
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

　

土
星
は
12
月
中
旬
頃
ま
で
、
木
星
は
来

年
１
月
中
旬
頃
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
高
度
が
低
く
天
候
条
件
も
悪
く
な

り
ま
す
の
で
11
月
ま
で
が
お
ス
ス
メ
で

す
。

懐
か
し
の
収
蔵
品
を
紹
介

♯
９
　
け
ん
玉

　

日
本
の
お
も
ち
ゃ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
け
ん
玉
で
す
が
、
似
て
い
る
お

も
ち
ゃ
は
世
界
中
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
最
も
古
い
も
の
で
は
16
世

紀
の
フ
ラ
ン
ス
国
王
が
け
ん
玉
の
よ
う

な
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
た
と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
の
最
初
の
け
ん
玉
は
、
皿
と

玉
を
糸
で
つ
な
い
だ
「
こ
っ
ぷ
だ
ま
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
江
戸
の
終
り
頃

に
作
ら
れ
ま
し
た
。
玉
を
皿
に
す
く
い

入
れ
ら
れ
る
か
で
勝
負
し
た
り
、
運
勢

を
占
っ
た
り
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
現

在
の
よ
う
に
皿
３
つ
と
剣
の
付
い
た
け

ん
玉
は
大
正
に
誕
生
し
、
た
ち
ま
ち
日

本
中
で
大
流
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

け
ん
玉
は
流
行
を
繰
り
返
し
、
今
日
で

は
英
語
で
も
「
Ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｍ
ａ
」
で

通
じ
る
ほ
ど
世
界
的
な
人
気
を
得
て
い

ま
す
。

   

電
　
話
74-

６
１
１
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
74-

６
１
１
５  

天
文
台
を
延
長
公
開
し
ま
す

日
時
／
９
月
10
日
（
金
）
、23
日
（
木
・
祝
）

　

午
後
９
時
ま
で

参
加
料
／
無
料

そ
の
他
／
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

（
郷
土
学
館
入
口
に
貼
り
出
し
ま
す
）  

天
文
台
望
遠
鏡
の
愛
称
決
定

　

郷
土
学
館
と
天
文
台
は
今
年
で
５
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
町
内

の
小
中
学
生
か
ら
望
遠
鏡
の
愛
称
を
募
集

し
た
結
果
、36
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
佐
治
天
文
台
長
の
選

考
に
よ
り
、
熊
谷
咲
希
さ
ん
（
小
学
校
３

年
生
）
に
よ
る
「
ぴ
か
り
」
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
に
、
ぴ
か
り
望
遠
鏡
で

の
観
察
を
通
じ
て
宇
宙
の
神
秘
に
触
れ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

図は９月１０日午後７時の星空
ステラナビゲータ10／(株)アストロアーツにて作成
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今
月
の
特
集
展
示

　
　「
あ
の
人
の
生
き
方
」

　

今
月
は
、
独
特
な
生
き
方
を
貫
く
人
々

の
伝
記
や
評
伝
を
集
め
ま
し
た
。
各
分
野

で
活
躍
し
た
著
名
人
か
ら
、
名
を
残
す
こ

と
は
な
く
と
も
、
輝
く
よ
う
な
生
き
方
を

す
る
人
々
ま
で
、
多
様
な
生
き
方
を
知
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

   

日
時
／
９
月
25
日
（
土
）

　

   

午
前
10
時
30
分
～
11
時

図
書
館
だ
よ
り

　

電　

話
92
‐
１
２
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

　

７
月
に
町
内
で
講
演
会
を
行
っ
た
、
科

学
者
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
岩
谷
さ
ん
の
著

書
。
風
船
に
カ
メ
ラ
を
付
け
て
宇
宙
ま
で

飛
ば
す
と
い
う
挑
戦
が
描
か
れ
た
１
冊
。

　

小
学
生
か
ら
読
め
る
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
た
め
、
親
子
で
の
読
書
に
も
お
薦

め
し
ま
す
。

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

館
長
の
イ
チ
オ
シ
！

「
風
船
で
宇
宙
を
見
た
い
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
谷
　
圭
介
／
著

胆
振
東
部
地
震
か
ら
３
年
、
地
震
に
備
え
て
い
ま
す
か

ちょこっと
防　　災

　

地
震
は
事
前
に
予
測
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
突
然
発
生
し
ま
す
の
で
、
被
害
を
少

な
く
す
る
た
め
に
は
、
事
前
の
備
え
が
大

切
で
す
。

　

室
内
の
タ
ン
ス
な
ど
の
家
具
や
家
電
の

耐
震
固
定
に
加
え
、
寝
室
や
居
間
な
ど

に
「
物
が
落
ち
て
こ
な
い
、
倒
れ
て
こ
な

い
、
移
動
し
て
こ
な
い
」
な
ど
の
安
全
な

ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ

う
。

　

そ
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
ガ
ス
・

水
道
・
電
気
）
が
止
ま
っ
て
も
生
活
に
困

ら
な
い
よ
う
、
３
日
分
の
水
と
食
料
、
モ

バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
も
準
備
し
て
お

く
と
安
心
で
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
際
に
情
報
収
集

手
段
と
し
て
ラ
ジ
オ
が
活
躍
し
ま
す
。
ご

家
族
で
一
度
話
し
合
わ
れ
「
美
瑛
町
防
災

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
を
参
考
に
、
必
要

と
思
わ
れ
る
も
の
を
備
蓄
品
と
し
て
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
事
前
の
備
え
が
大
切
で
す

▼
防
災
無
線
の
乾
電
池
の
確
認
を

▼
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
停
電
情
報

　

ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
停
電
情

報
を「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」で
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
停
電
は
ど
の

災
害
で
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
登
録
を
お
薦
め
し
ま
す
。

併
せ
て
美
瑛
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
も
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

以
上
、「
ち
ょ
こ
っ
と
防
災　

９
月
号
」

で
し
た
。

　

３
年
前
の
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
全
町
停
電
）
時
に
「
防

災
無
線
が
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
原
因

は
全
て
乾
電
池
切
れ
で
し
た
。
乾
電
池
の

交
換
方
法
を
「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
定

期
的
に
乾
電
池
の
残
量
を
確
認
し
、
停
電

時
に
町
か
ら
の
情
報
を
確
実
に
入
手
で
き

る
よ
う
備
え
ま
し
ょ
う
。

総務課危機対策室

大畑係長

皆さん、懐中
電灯用意して
いますか？

図
書
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

　
　
　
　
　
投
票
で
決
定
し
ま
す

　

図
書
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
37
作
品
の
中
か
ら
投

票
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
決
定
し
ま
す
。

　

投
票
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

投
票
方
法
／
９
月
29
日
（
水
）
ま
で
図
書  

  

館
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

美
瑛
漫
画
ま
つ
り

　

図
書
館
で
使
わ
な
く
な
っ
た
漫
画
を
お

譲
り
し
ま
す
。
受
付
期
間
中
に
希
望
の
漫

画
を
記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
希

望
の
多
い
漫
画
に
つ
い
て
は
抽
選
し
ま

す
。

受
付
期
間
／
９
月
18
日
（
土
）
ま
で

町公式 LINE
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KU
健診
　受けよう

　

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
の
恩
田
で
す
。

　

９
月
24
日
～
30
日
は
結
核
予
防
週
間
で

す
。「
結
核
は
昔
の
病
気
」
と
思
わ
れ
が

ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
で
も
年
間

１
万
４
千
人
以
上
が
発
病
し
、
２
千
人
以

上
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働

省
２
０
１
９
年
結
核
登
録
者
情
報
調
査
年

報
）。

　

今
月
号
で
は
、
結
核
と
は
ど
ん
な
病
気

な
の
か
、
ま
た
、
予

防
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か

な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　　　  ７月の
　　　  健康マイレージ状況

◇新規エントリー　８人

一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  10人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

696人

合計（延べ人数）

日
本
最
大
級
の
感
染
症

　

「
感
染
症
」
と
聞
く
と
皆
さ
ん
は
ど
ん

な
病
気
を
想
像
し
ま
す
か
？　

　

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
結
核
も
今
な

お
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

医
療
や
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
「
薬

を
飲
め
ば
治
る
病
気
」に
な
り
ま
し
た
が
、

　

結
核
は
「
結
核
菌
」
と
い
う
細
菌
が
体

の
中
に
入
り
、
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
病
気
で
す
。

　

結
核
菌
は
多
く
の
場
合
（
約
８
割
）
肺

の
中
で
増
え
、
炎
症
を
ひ
き
起
こ
し
ま
す

（
肺
結
核
）。
進
行
す
る
と
肺
の
細
胞
が
破

壊
さ
れ
呼
吸
す
る
力
が
低
下
し
ま
す
。
初

期
の
症
状
は
風
邪
と
似
て
い
ま
す
が
、
咳
・

痰
・
発
熱
（
微
熱
）
な
ど
の
症
状
が
長
く

続
く
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
体
重
が
減

る
、
食
欲
が
な
い
、
寝
汗
を
か
く
な
ど
の

症
状
も
あ
り
ま
す
。
進
行
す
る
と
、
だ
る

さ
や
息
切
れ
、
血
の
混
じ
っ
た
痰
な
ど
が

出
始
め
、
喀か

っ
け
つ血

（
血
を
吐
く
こ
と
）
や
呼

吸
困
難
で
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
結
核
は
、
肺
以
外
の
腎
臓
、
リ
ン

パ
節
、
骨
、
脳
な
ど
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
分

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
肺
外
結
核
）。

　

９
月
15
日
（
水
）
に
結
核
検
診
を
行
い

ま
す
。
対
象
は
65
歳
以
上
の
町
民
で
料
金

は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
今
月
号
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
受
診
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

健
康
的
な
生
活
が
免
疫
力
を
高
め
、
結

核
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
と
十
分
な
睡
眠
、
適
度
な
運

結
核
と
は
ど
ん
な
病
気
？

結
核
の
う
つ
り
方

　

結
核
を
発
病
し
て
い
る
人
が
、
体
の
外

に
菌
を
出
す
こ
と
を
「
排
菌
」
と
い
い
ま

す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
飛
沫
（
し

ぶ
き
）
と
一
緒
に
結
核
菌
が
排
菌
さ
れ
、

そ
れ
を
他
の
人
が
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染

し
ま
す
。

　

結
核
菌
を
吸
い
込
ん
で
も
必
ず
感
染
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
、

体
の
抵
抗
力
に
よ
っ
て
菌
は
体
外
に
追
い

出
さ
れ
ま
す
。
菌
が
体
内
に
残
っ
た
場
合

で
も
、
免
疫
に
よ
っ
て
菌
が
封
じ
込
め
ら

れ
れ
ば
発
病
し
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
の
方
や
過
労
、
栄
養

不
良
、
病
気
に
よ
っ
て
免
疫
が
弱
ま
っ
て

い
る
方
は
、
菌
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き

ず
発
病
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。

結
核
の
予
防
・
発
見
・
治
療

無
料
結
核
検
診
の
お
知
ら
せ

今
で
も
１
日
に
40
人
の
新
し
い
患
者
が
発

生
し
、
６
人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

動
な
ど
を
し
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
早
く
見
つ
け
る
こ
と
が
重
症
化

を
防
ぎ
、
周
囲
へ
の
感
染
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

咳
や
痰
、
微
熱
な
ど
風
邪
の
よ
う
な
症

状
が
２
週
間
以
上
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
結
核
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
医
師
の
指
示
を
守

り
、
治
療
終
了
ま
で
し
っ
か
り
薬
を
飲
み

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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美
瑛
町
立
病
院
　
　
電

　
話
68
‐
７
１
１
１

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
１
２
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
疑
い

の
あ
る
方
の
受
診
に
つ
い
て

●午前／７時30分～11時30分
●午後／０時30分～４時30分
　※眼科は木曜日のみ(午後４時まで）
　※整形外科は火・金曜日のみ(午前のみ）

診療時間

●午前／8時30分～正午
●午後／１時～５時
　※眼科は木曜日のみ
　※整形外科は火・金曜日のみ

◆坂井医師の外来は、急な検査対応のため診察までに時
　間がかかる場合がありますので、ご了承ください。

医
療
費
通
知
の
送
付
に
つ
い
て

●
医
療
機
関
な
ど
の
請
求
遅
れ
や
請
求
内

容
を
審
査
中
の
も
の
な
ど
、
一
部
の
受

診
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
自
己
負
担
額
は
、
市
町
村
な
ど
か
ら
医

療
費
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
な
ど

は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
実
際
に

窓
口
で
支
払
っ
た
金
額
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

町
立
病
院
で
は
、
発
熱
や
咳
な
ど
の

症
状
が
あ
る
方
を
診
察
す
る
際
に
、
感

染
力
が
強
い
と
い
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
「
デ
ル
タ
株
」
の
全
国
で
の

急
速
な
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、
可
能
な

限
り
院
内
の
感
染
防
止
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

発
熱
や
風
邪
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
様
や
医

療
従
事
者
を
守
る
た
め
、
必
ず
事
前
に

電
話
で
症
状
な
ど
を
看
護
師
に
ご
相
談

い
た
だ
き
、
絶
対
に
直
接
の
ご
来
院
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

電
話
に
て
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
際

に
、
医
師
ま
た
は
看
護
師
か
ら
受
診
時

に
注
意
い
た
だ
く
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ら
を
必
ず
守
っ
て
受
診

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用

と
手
指
の
消
毒
等
の
感
染
予
防
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

医
療
費
総
額
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

す
る
「
医
療
費
通
知
」
を
、
国
民
健
康
保

険
で
は
年
６
回
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
年
２
回
、
対
象
期
間
に
医
療
機
関
な

ど
を
受
診
し
た
全
て
の
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
へ
送
付
し
ま
す
。

　

医
療
費
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
自

己
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
医
療
費
適
正
化
や
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
通
知
が
届
い
た
際
は
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

受付時間

発
送
月
と
対
象
診
療
月

●
国
民
健
康
保
険
（
年
６
回
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
年
２
回
）

 

大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

医
療
費
通
知
の
注
意
事
項

●
医
療
費
通
知
は
、
皆
さ
ん
の
受
診
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
あ

り
、請
求
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

特
に
手
続
き
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
通
知
は
再
発
行
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
２
月

令
和
３
年
12
月

令
和
３
年
10
月

令
和
３
年
８
月

令
和
３
年
６
月

令
和
３
年
４
月

発
送
月

令
和
３
年
10
月
～
11
月

令
和
３
年
８
月
～
９
月

令
和
３
年
６
月
～
７
月

令
和
３
年
４
月
～
５
月

令
和
３
年
２
月
～
３
月

令
和
２
年
12
月
～

　
　
　
令
和
３
年
１
月

対
象
診
療
月

令
和
４
年
２
月

（
下
旬
）

令
和
４
年
１
月

（
上
旬
）

発
送
月

令
和
３
年
10
月
～
12
月

令
和
３
年
1
月
～
９
月

対
象
診
療
月

問
合
せ
／

 

電
話
82
‐
３
６
９
７

お
見
舞
い
な
ど
に
よ
る
病
棟
へ
の

立
ち
入
り
に
つ
い
て

　

当
院
か
ら
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
場
合
を
除
き
、
お
見
舞
い
な
ど
で
の

入
院
病
棟
へ
の
立
ち
入
り
は
ご
家
族
で

あ
っ
て
も
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
に
よ
っ
て
立
ち
入
り
の
可
否

を
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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【
拠
点
施
設
】

　
十
勝
岳
火
山
砂
防
情
報
セ
ン
タ
ー

　

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
は
、
火
山

と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
を
展
開
す
る
た

め
に
３
つ
の
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま

す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
伝
え
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
拠
点
施

設
を
紹
介
し
ま
す
。

【
拠
点
施
設
】

　
上
富
良
野
町
郷
土
館

【
拠
点
施
設
】

　
丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」

　

天
体
観
測
ド
ー
ム
が
目
印
の
建
物
で
す
。

　

美
し
い
丘
の
成
り
立
ち
や
開
拓
の
歴
史

に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
先
人
の

努
力
に
よ
っ
て
発
展
し
た
産
業
や
文
化
を

映
像
や
床
地
図
で
視
覚
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

上
富
良
野
町
郷
土
館
は
、
大
正
８
年
に
建

設
さ
れ
た
村
役
場
の
庁
舎
を
モ
デ
ル
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

上
富
良
野
町
の
大
地
の
成
り
立
ち
な
ど
の

パ
ネ
ル
展
示
や
開
拓
の
歴
史
、
十
勝
岳
の
災

害
史
に
つ
い
て
展
示
さ
れ
て
お
り
、
特
に
大

正
15
年
に
発
生
し
た
大
正
泥
流
に
よ
る
被
害

の
様
子
や
復
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
階
は
、
こ
の
地
域
の
成
り
立
ち
や
十

勝
岳
で
発
生
し
て
き
た
火
山
活
動
な
ど
の

パ
ネ
ル
展
示
と
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
美
瑛

町
の
大
地
の
成
り
立
ち
や
泥
流
、
砂
防
ダ

ム
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

２
階
は
、
十
勝
岳
周
辺
の
立
体
模
型
や

泥
流
実
験
模
型
、
全
国
の
火
山
弾
を
展
示

し
て
お
り
、
火
山
や
砂
防
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
ス
ト
ー
リ
ー
１
】

北
海
道
の
屋
根
　
十
勝
岳
も
の
が
た
り

～
繰
り
返
さ
れ
る
噴
火
と
人
々
の
共
存
～

【
ス
ト
ー
リ
ー
２
】

大
地
に
育
ま
れ
た
火
山
と
共
生
す
る
美
し

い
丘
の
ま
ち

～
火
砕
流
と
農
業
の

               

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
～

【
ス
ト
ー
リ
ー
３
】

十
勝
岳
泥
流
の
つ
め
痕
に
北
の
大
地
を
切

り
拓
く～

火
山
災
害
と
復
興
を
伝
え
る
～

　

８
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
予
定
し
て
い

た
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
新
規
認
定
申
請
の

現
地
調
査
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
新
し
い
日
程
は
、
10
月
30
日
か
ら
11

月
１
日
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
地
調
査
が
延
期
に
な
り
ま
し
た

　

火
山
の
営
み
を
学
び
、
噴
火
に
翻
弄

さ
れ
な
が
ら
も
共
存
し
て
き
た
人
々
の

営
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

波
状
丘
陵
の
形
成
と
苦
労
し
て
実
り

の
丘
を
作
っ
た
農
業
の
営
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

火
山
災
害
の
悲
惨
さ
と
復
興
に
苦
し

ん
だ
、
当
時
の
開
拓
民
の
姿
を
伝
え
て

い
ま
す
。

【
７
月
の
火
山
活
動
】

 

十
勝
岳
火
山
活
動

　
　
　
　
　
　
札
幌
管
区
気
象
台
発
表

　
　
　
　
問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

　
　
　
　
　
☎
０
１
１-

６
１
１-

６
１
２
７

　

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
測
で
は
、
62-

２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上
５
０

０
㍍
以
下
、
大
正
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は

１
０
０
㍍
以
下
、
振
子
沢
噴
気
孔
群
の
噴

気
の
高
さ
は
火
口
縁
上
２
０
０
㍍
以
下
で

し
た
。

　

火
山
性
地
震
は
や
や
少
な
い
状
態
で
経

過
し
、
主
に
62-

２
火
口
付
近
の
ご
く
浅

い
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

62-

２
火
口
で
17
日
に
微
弱
な
火
映
を

観
測
し
ま
し
た
。今
回
の
火
映
は
前
回（
６

月
17
日
と
28
日
）
と
同
程
度
で
あ
り
、
４

月
の
火
映
と
比
べ
て
弱
い
も
の
で
し
た
。

　

な
お
、
火
山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

十
勝
岳
で
は
、
火
山
活
動
の
活
発
化
を

示
す
現
象
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
活
動
推
移
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　　

噴
火
予
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
、
活

火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
）
の
予
報
事
項

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※詳しい情報は札幌管区気象台 http://www.jma-net.go.jp/sapporo/で閲覧可能です。
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私
は
、イ
ギ
リ
ス
に
生
ま
れ
育
ち
、ゲ
ー

ム
や
ア
ニ
メ
が
き
っ
か
け
で
日
本
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
留
学
を
機
に
日
本

に
住
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
旅

行
会
社
に
勤
務
す
る
中
で
美
瑛
を
知
り
、

２
０
１
９
年
に
移
住
し
ま
し
た
。

　

日
本
語
や
日
本
の
文
化
に
詳
し
く
な
い

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
、
美
瑛
の
ひ
と
・

文
化
・
観
光
マ
ナ
ー
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

ハリ・リチャードソン

（出身地 : イギリス）

用
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。
伝
え
る
活
動
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
美
瑛
を
訪
れ
る
観
光

客
と
美
瑛
町
民
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
、

美
瑛
の
丘
の
景
色
を
守
れ
る
こ
と
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
海
外
の
観
光
客
が
少
な
く
な
っ
た
の

で
、
今
後
、
海
外
の
観
光
客
が
戻
っ
て
き

た
と
き
に
自
信
を
持
っ
て
接
客
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
外
国
の

文
化
を
紹
介
す
る
、
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト

（
イ
ギ
リ
ス
文
化
交
流
カ
フ
ェ
や
ス
コ
ー

ン
作
り
教
室
な
ど
）
の
開
催
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
の
お
客
さ
ん
と
ス
ム
ー
ズ

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う

に
、
飲
食
店
な
ど
で
使
え
る
「
指
差
し
通

訳
シ
ー
ト
」
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
海
外
の
観
光
客
に
対
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
対
応
で
き
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
５
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
地
域
活
性
化
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
「
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
？
」
と
思
わ
れ
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
皆
さ
ん
に
日
頃
の
活
動
内
容
を
報

告
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
１
人
目
は
、
丘
の
ま
ち
び
え
い
活
性
化

協
会
Ｄ
Ｍ
О
オ
フ
ィ
ス
で
活
動
し
て
い
る

ハ
リ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
さ
ん
で
す
。

　

「
大
好
き
な
美
瑛
町
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た
い
。」

　
そ
の
思
い
を
形
に
す
る
た
め
に
、今
年
４
月
に
「
び
え
い
デ
ザ
イ
ン
室
」

を
設
立
し
、
８
月
に
は
情
報
誌
「
美
瑛
の
コ
ト
」
を
創
刊
し
た
、
５
人
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

あ
り
の
ま
ま
の
美
瑛
を
伝
え
た
い

　

雑
誌
づ
く
り
の
き
っ
か
け
を
伺
う
と
、

「
美
瑛
町
は
観
光
地
と
し
て
有
名
な
の
で
、

美
し
い
景
観
な
ど
が
観
光
雑
誌
な
ど
で
よ

く
紹
介
さ
れ
ま
す
が
、
美
瑛
の
本
当
に
素

晴
ら
し
い
所
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。
美
瑛
の
美
し
さ
や
素
晴
ら

し
さ
は
、
景
観
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を

作
り
上
げ
て
い
る
「
人
々
の
生
活
」
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
。
観
光
雑
誌
な
ど
で

取
り
上
げ
ら
れ
な
い
、
あ
り
の
ま
ま
の
美

瑛
の
暮
ら
し
を
い
ろ
ん
な
人
に
伝
え
た
い

と
思
っ
た
ん
で
す
。
」
と
話
す
藤
原
さ
ん
。

　

「
今
後
は
、
雑
誌
の
発
行
だ
け
で
は
な

く
、
商
品
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
を

手
が
け
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。
町
内
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
が
い
ま
す
。
町
内
で
何

か
を
や
り
た
い
人
と
プ
ロ
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
こ
と
で
、
新
し
い
事
を
始
め
る
最
初

の
一
歩
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
。
人
と
人

と
を
結
ぶ
ハ
ブ
の
役
割
を
果
た
せ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
５
人
は
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
「
集
ま
っ
た
５
人
は
、

美
瑛
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
、
移
住
し
た
人
、

お
嫁
に
来
た
人
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
人
と
年

代
も
経
歴
も
バ
ラ
バ
ラ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
美
瑛
の
暮
ら
し
を
取

り
上
げ
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
嬉

し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

人
と
人
を
繋
げ
て
い
き
た
い

　

藤
原
さ
ん
の
思
い
を
聞
い
た
佐
々
木
さ

ん
が
声
を
か
け
、
集
ま
っ
た
５
人
の
メ
ン

バ
ー
。５
人
で
何
度
か
話
を
す
る
内
に「
ま

ず
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
事
を
伝
え
る

雑
誌
を
作
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

左から竹内百合さん、藤原由恵さん、佐々木良
榮さん、岩佐高子さん、守谷光代さん

Introducing the people of Biei 

のまちで 輝く丘

こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
通
信
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

小島深千果さん

　8 月 4 日に「美瑛町老人クラブ連合会第 40 回

ゲートボール大会」が開催され、11 チーム 65

人が参加しました。

　試合の後半に雨が降り出す悪天候の中、日々

の練習の成果を発揮し、オリンピックさながら

の白熱した戦いが展開されました。

　上位 3 チームが勝敗と得点数が同じとなる大

接戦でしたが、失点数の 1 番少なかった「中央

長生クラブ」が見事優勝旗を手にしました。

　7 月 29 日、太陽光発電システムなどを手が

ける（株）ダイワテック（名古屋市）と美瑛町

が災害時協定を締結しました。

　これにより、災害が発生した際は、太陽光パ

ネルを搭載した「ソーラーシステムハウス」と

いった資機材の優先的な提供が可能となりま

す。

　今後も、いつ起こるかわからない災害のため

に、万全の体制を整えていきます。

　７月 29 日～ 30 日、厚沢部町で行われた第 49

回北海道中学校柔道大会に出場した美瑛中学校 3

年生の小島深千果さんが、見事３位に輝きました。

　小島さんは「2 年生の時に試合がなかった分、

思いのこもった大会になりました。練習の成果

を出し切り、今までの試合の中で一番冷静な試

合が出来ましたが、全国大会に進めなかったの

は悔しかったです。次の目標は高校で全国大会

に出場することです。」と語りました。

　今後も、さらなる活躍が期待されます。

安全な工事を行うために

　７月 20 日、美瑛町建設業協会による安全パト

ロールが行われました。

　この安全パトロールは、工事現場での労働災害

防止を目的に実施しており、協会員 13 人が北瑛

旭第６線道路改良工事の現場を訪れました。

　パトロール後の総評では「熱中症対策や誘導員

の配置について十分に配慮されていた」「自転車

で通行する観光客については対策が必要」などの

意見が出され、より一層安全な工事の実施に向け

て、気持ちを新たにしていました。

いざという時のために

悪天候に負けずナイスショット‼

去年の思いを胸に挑んだ全道大会
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　美瑛中学校の吹奏楽部が、7 月 31 日に開催さ

れた「第 66 回北海道吹奏楽コンクール旭川地区

予選」に参加し、見事金賞を受賞しました。

　部長の羽山ひなたさんは「昨年コンクールが

開催されなかった分まで頑張ることができまし

た。全道大会に出場することは出来ませんでし

たが、コンクールを経験したことのない 1・2 年

生がしっかりついてきてくれたおかげで最高の

演奏ができました」と語り、全道大会に届かな

かった悔しさをにじませながらも、定期演奏会

に向けて一生懸命練習に取り組んでいました。

　青い池は、美瑛川の水が流れ込むため、落ち葉

などの浮遊物がたまることはあまりありません

が、7 月上旬から１か月間、雨がほとんど降らな

かったことにより、青い池の水位が下がり、浮遊

物が流されずに水面を覆ってしまいました。

　このため、８月５日、町関係機関から 20 人が

集まり、今年 2 回目となる青い池の清掃活動を実

施し、浮遊物を網などで取り除きました。

　きれいな青い水面に戻ると、訪れた人からは「さ

らに青く見えるようになった！」と喜びの声が上

がっていました。

�沿道の清掃も
行いました

すばらしい演奏が披露されました

青い池の掃除を実施

　8 月 19 日のバイクの日に合わせて、旭川東警察

署とハーレー警ら隊による交通安全啓発活動が青

い池駐車場で実施されました。

　警察官らは、訪れる方々へ「シートベルトの着用

をお願いします」「スピードの出しすぎには注意し

てください」などとにこやかに声をかけ、交通ルー

ルの遵守を呼びかけていました。

　交通事故に遭わない、起こさないために、安全運

転を心がけましょう。

バイクの日に事故防止を呼びかけ

　例年、町民センターで開催していた定期演奏会

を新型コロナウイルスの感染防止のため、今年も

旭川クリスタルホールで開催します。

【日　時】10 月 2 日（土）午後 2 時開演

【会　場】旭川市大雪クリスタルホール音楽堂

【入場料】無料（整理券が必要となります）

　詳しくは、美瑛中学校吹奏楽部（電話 92-2175）

まで、問い合わせください。

　3 年生最後の演奏会となりますので、皆さんの

ご来場をお待ちしています。

美瑛中学校第 39 回定期演奏会開催のお知らせ

昨年の演奏会の様子
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

募
集
住
宅
／

【
単
身
世
帯
向
け
】

・
南
町
団
地
１
号
棟
０
１
１
号
室　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　

１
５
１
０
０
～
２
２
４
０
０
円 

【
家
族
世
帯
向
け
】

・
中
町
団
地
４
号
棟
３
２
０
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　

１
９
０
０
０
円
～
２
８
３
０
０
円

・
東
町
団
地
７
３
４
号
室　
　
　

３
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　

９
２
０
０
円
～
１
３
７
０
０
円

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
「
暴
力
団

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

☎
92-

４
２
９
４
　

　

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

　

す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号
に
該
当
す

　

る
場
合
は
入
居
で
き
ま
せ
ん

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
10
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
９
月
１
日（
水
）
～
17
日（
金
）

決
定
方
法
／
選
考
の
上
、
公
開
抽
選
に
よ

　

り
決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
②
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て

　

だ
さ
い
。

　

広
報
８
月
号
で
募
集
し
た
住
宅
の
う
ち
、

応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
９
月
に
再
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅
／

・
南
町
１
丁
目
２
番
25
号　
　

１
戸

　

月
額　

５
０
０
０
円

※
電
気
・
水
道
料
・
共
有
部
分
は
別
途
個

　

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
浴
室
・
洗
濯
機
は
共
同
で
の
利
用
と
な

　

り
ま
す
。

募
集
期
間
／
９
月
１
日（
水
）
～
17
日（
金
）

応
募
方
法
／
保
健
福
祉
課
⑥
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項

高
齢
者
福
祉
住
宅
入
居
者
募
集

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５

　

　

生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
９
月
15
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
開
催
日
前
日
の
午
後
３
時
ま

で
に
、
左
記
申
し
込
み
先
へ
電
話
な
ど

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

　

し
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33-

０
０
２
１
）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

代
替
給
食
従
事
員
募
集

び
え
い
子
育
て
応
援
団☎

92-

１
５
７
７
　

募
集
人
員
／
１
人

業
務
内
容
／
保
育
園
に
お
け
る
代
替
給
食

　

調
理
業
務

勤
務
場
所
／
ど
ん
ぐ
り
保
育
園

雇
用
期
間
／
９
月
～
令
和
４
年
３
月
31
日

　

（
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間
／
（
月
～
土
）
１
日
４
時
間
か

　

ら
６
時
間
30
分
の
シ
フ
ト
制

勤
務
日
数
／
月
５
日
程
度

保
険
適
用
／
労
災
加
入

賃
金
／
時
給
１
０
８
６
円
（
通
勤
手
当
は

　

別
途
支
給
）

応
募
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
子

　

育
て
応
援
団
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　
　

募
　
集

保
健
・
福
祉

　

を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５

　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

非
常
勤
職
員
募
集

丘
の
ま
ち
び
え
い
活
性
化
協
会

☎
92-

５
６
７
７
　

募
集
人
員
／
１
人

業
務
内
容
／
ビ
・
エ
ー
ル
２
階
フ
ロ
ア
の

施
設
管
理
及
び
利
用
者
対
応

勤
務
場
所
／
丘
の
ま
ち
交
流
館
ビ
・
エ
ー
ル

雇
用
期
間
／
10
月
～
令
和
４
年
３
月
31
日

　

（
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間
／
１
日
５
時
間
の
シ
フ
ト
制

　

（
土
日
含
む
）

勤
務
日
数
／
月
１
～
５
日
程
度

保
険
適
用
／
労
災
加
入

賃
金
／
時
給
１
０
２
２
円
（
通
勤
手
当
は

　

別
途
支
給
）

応
募
方
法
／
９
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
履

　

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
丘
の
ま
ち
び
え

　

い
活
性
化
協
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
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ス
ポ
ー
ツ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　
　
休
館
日
／
９
月
６
・
13
・
21
・
27
日

　

荻
原
誠
さ
ん
、
澤
田
牧
見
さ
ん
、
井

上
憲
吾
さ
ん
の
合
同
写
真
展
で
す
。
別
々

の
場
所
で
同
じ
空
を
見
て
い
た
３
人
が
、

星せ
い
け
い景

写
真
を
通
し
て
め
ぐ
り
合
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
山
の
あ
る
風
景
や
星
景
写
真
を

中
心
に
50
点
展
示
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

期
間
／
９
月
７
日
（
火
）
～
20
日
（
月
）

 

図
書
館
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
　
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　
　
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

　

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
も
み
じ
組
（
年
長
児
）

の
33
人
が
、
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で

色
付
け
し
た
夜
空
に
、
子
ど
も
た
ち
の
楽

し
い
発
想
で
手
形
に
よ
る
花
火
を
描
き
ま

し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
９
月
１
日
（
水
）
～
29
日
（
水
）昨年の作品展

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
「
花
火
」

星
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ

　
　
　
　
　  

「
三
つ
の
星
の
共
演
」

　
　
　

　
付
加
年
金
制
度
は
、
第
１
号
被
保
険
者

や
65
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険

者
が
、
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
（
令
和

国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

              

　
☎
92-

４
２
９
５

　
　

そ
の
他

第
12
回
丘
の
ま
ち
び
え
い
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド
開
催
中
止
に

つ
い
て

Ｎ
Ｐ
О
法
人
美
瑛
エ
コ
ス
ポ
ー
ツ
実
践
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

３
３
３
３

３
年
度
：
月
額
１
６
６
１
０
円
）
に
加
え

て
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
で
、
受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
せ

る
制
度
で
す
。
付
加
保
険
料
の
納
付
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
旭
川
年
金
事
務
所
ま
た

は
役
場
１
階
１
番
窓
口
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険 

料
納
付
月
数

   

た
と
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
30
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
30
年
間
納
め
た
場
合

▽
付
加
保
険
料

　

４
０
０
円
×
30
年
（
３
６
０
月
）
＝  

 
 

１
４
４
０
０
０
円

▽
付
加
年
金
額　

７
２
０
０
０
円
（
年
額
）

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る
と
納
付

し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額
に
な

り
、 

３
年
目
以
降
、
毎
年
７
２
０
０
０

円
が
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

　

北
海
道
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
参
加
者
お
よ
び

大
会
関
係
者
の
安
全
確
保
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
第
12
回
丘
の
ま
ち
び

え
い
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド
」
の
開
催
を

中
止
し
ま
す
。

　

次
年
度
は
、
令
和
４
年
９
月
３
日（
土
）・

４
日
（
日
）
に
開
催
の
予
定
で
す
。
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
大
会
と
な
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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暮らしのお知らせ

旭
川
地
方
法
務
局
供
託
課

               

☎
38-

１
１
６
７

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　

遺
言
は
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
を
防
止

す
る
た
め
に
有
用
な
手
段
で
あ
り
、
そ
し

て
自
筆
証
書
遺
言
書
は
、
自
筆
さ
え
で
き

れ
ば
遺
言
者
本
人
の
み
で
作
成
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
自
筆
証
書
遺
言
書
の
保

管
に
つ
い
て
は
、
自
分
自
身
で
保
管
す
る

か
、
遺
言
執
行
者
な
ど
に
預
け
る
な
ど
の

方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
制

度
の
創
設
に
よ
り
、
法
務
局
に
預
け
る
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

遺
言
者
本
人
の
死
亡
後
、
相
続
人
な
ど

が
遺
言
書
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
改
ざ
ん
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
家
庭
裁
判
所
の
検

認
手
続
も
不
要
で
す
。

　

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
と
手
続
に
一
定
の
時
間
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
全
て
予
約
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
作
成
を
検
討
さ
れ
る
方

は
、
旭
川
地
方
法
務
局
供
託
課
ま
で
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
も
可
能
で
す
。　

　
　
　

　

最
近
、
犬
の
ふ
ん
尿
の
放
置
に
つ
い
て

苦
情
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
部
の
心
無
い
飼
い
主
の
た
め
に
迷
惑

を
し
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
は
も

ち
ろ
ん
、
他
人
の
家
の
前
や
敷
地
に
飼
い

犬
の
ふ
ん
尿
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
散
歩
の
と
き
に
は
・
・
・

　

・
散
歩
の
前
に
排
泄
を
済
ま
せ
る
よ
う

に
し
つ
け
る
。

　

・
必
ず
リ
ー
ド
を
付
け
、
愛
犬
が
足
元

付
近
に
位
置
で
き
る
よ
う
な
長
さ
に

し
、
他
人
に
吠
え
か
か
っ
た
り
危
害

を
加
え
な
い
よ
う
気
を
配
る
。

　

・
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
等
、
ふ
ん
を
拾
え
る
も
の
を
携

帯
し
、
拾
っ
て
持
ち
帰
る
。

　

・
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を
携

帯
し
、
尿
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
そ
の
場
所
を
洗
い
流
す
。

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

               

☎
92-

４
２
９
４

　
　
　
犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

運
転
免
許
更
新
時
の

認
知
機
能
検
査
を
行
い
ま
す

美
瑛
交
番

              

　
☎
92-

２
０
３
６

　

季
節
労
働
者
の
方
限
定

無
料
で
資
格
が
取
得
で
き
る
技
能

講
習
の
ご
案
内

商
工
観
光
交
流
課
商
工
振
興
係

☎
92-

４
３
２
１
　

　

町
内
で
運
転
免
許
更
新
時
の
認
知
機
能

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
施
日
／
９
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時

実
施
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

対
象
者
／

・
旭
川
運
転
免
許
試
験
場
か
ら
「
認
知
機

　

能
検
査
お
よ
び
高
齢
者
講
習
の
お
知
ら

　

せ
の
ハ
ガ
キ
」
が
届
い
て
い
る
方

・
更
新
時
の
年
齢
が
75
歳
以
上
の
方

検
査
手
数
料
／
収
入
証
紙
７
５
０
円
分
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
９
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
美

　

瑛
交
番
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

上
川
中
部
季
節
労
働
者
通
年
雇
用
促
進

協
議
会
で
は
、
季
節
労
働
者
の
方
の
通
年

雇
用
を
目
指
し
、
資
格
が
取
得
で
き
る
技

能
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
／
８
月
20
日
（
金
）
か
ら
令
和

　

４
年
３
月
７
日
（
月
）
ま
で

受
講
科
目
／
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
小
型
移

　

動
式
ク
レ
ー
ン
、
玉
掛
け
、
高
所
作
業

　

車
、
不
整
地
運
搬
車
、
ガ
ス
溶
接
、
足

　

場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
、
コ
ン
ク

　

リ
ー
ト
造
の
工
作
物
の
解
体
等
作
業
主

　

任
者
な
ど

受
講
料
／
無
料

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
／
短
期
雇
用
特

　

例
被
保
険
者
の
証
明
書
、運
転
免
許
証
、

　

技
能
講
習
終
了
証
（
お
持
ち
の
方
）

申
込
先
／
上
川
中
部
季
節
労
働
者
通
年
雇

　

用
促
進
協
議
会
（
旭
川
市
役
所
第
３
庁

　

舎
３
階　

旭
川
市
経
済
部
経
済
総
務
課

　

内　

☎
26-

３
６
０
１
）
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戸籍の窓
      令和３年７月１日から

    　令和３年７月31日までの届出分

人の動き

　　 　　4,789世帯　（- 1）

   男　　4,533　人　（  0）

   女　　5,153　人　（- 2）

　合計　 9,686　人　（- 2）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

中村　哲
て っ た

大　 男　 字旭第４

北本　桜
さ ら

羅   女　 字朗根内町内

蓮香　　麦
むぎ

　 男　 字横牛第２

上村　玲
れ い な

奈　 女　 旭町３丁目

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

東海　民惠　 90   字五稜第１

小野寺澄子　 98　 栄町３丁目

安東　　登   96   字大村大久保第１

田畑　　進　 78   字美沢早崎

竹内　 順　 61　 寿町１丁目

小林　 夫　 97 　南町２丁目

髙橋　敦子　 76 　本町２丁目

（敬称略）　　

町内の交通事故

令和３年７月１日～31日

▼発　　生　  4件（ 90件）【133件】

　人身事故　  2件（  9件）【  5件】

　物損事故　  2件（ 81件）【128件】

▼死　　亡　  0人（　0人）【　0人】

　負 傷 者　  2人（ 11人）【  4人】

（ ）は令和３年１月～７月末までの累計

【 】は令和２年１月～７月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

令和３年１月１日～７月31日

▽火災　　　7件（　2件）

▽救急　　303件（312件）

▽救助　　　1件（　0件）

（ ）は前年同期間の件数

短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）

さ
わ
や
か
な
香
り
が
人
を
笑
顔
に
し
窓
辺
の
下
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
色

新
星
第
五　

 

小
野
寺
貴
代
子

夕
涼
み
揃
い
浴
衣
の
三
姉
妹
祖
母
の
家
に
て
古
き
一
枚

旭
北
星　

  　

 

田
中　

幸
穂

決
勝
戦
（
柔
道
）
勝
つ
も
喜
び
表
さ
ず
相
手
気
遣
う
大
野
は
侍

旭
町
三  　

 

　

守
谷　

忠
弘

二
人
で
見
た
石
狩
川
の
虹
の
橋
渡
れ
ぬ
橋
を
一
人
逝
き
た
り

本
町
一　
　

 

　

杉
本　
　

光

都
会
に
て
疲
れ
果
て
た
る
女
性
客
美
瑛
の
自
然
に
癒
さ
れ
帰
る

新
星
第
三　

 
  

下
平　

公
枝

又
一
人
独
居
老
婦
旅
立
ち
ぬ
死
亡
日
時
も
判
ら
ぬ
ま
ま
に

旭
第
四　
　

 

　

谷
口　

健
三

こ
の
頃
は
つ
い
ぞ
み
か
け
ぬ
裸
の
子 　

 
  　

赤
羽　
　
　
　

中
村
ゆ
き
え

ま
だ
現
役
居
間
に
鎮
座
の
扇
風
機　
　
　
　
　

大
町
二　
　
　

為
井
め
ぐ
み

風
鈴
が
お
い
で
お
い
で
と
誘
う
か
ら　
　
　
　

水
沢
春
日
台　

舟
山　

初
枝

コ
ン
バ
イ
ン
香
り
む
せ
ぶ
や
麦
畑  　
　
　
　

丸
山
一　
　

    

髙
木　

瑛
峰

扇
風
機
噂
話
し
は
聞
き
な
が
し  

 　
　
　
　

 

旭
町
二　
　

  

鎌
田　

光
春

慈
雨
肩
に
空
の
に
ほ
い
を
連
れ
て
く
る　
　
　

五
稜
第
一　
　

三
浦
ひ
か
り

扇
風
機
な
ま
け
の
始
終
見
て
お
り
ぬ　
　
　
　

幸
町
二　
　
　

浜
田　

恵
子

【場　所】 町民センター　多目的ホール「美丘」

敬老会
令和3年度

　例年町民センターで開催している「市街地地区敬老会」には、毎

年多くの方に参加していただいていますが、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、規模を縮小して開催します。

　今年度は80歳、90歳、100歳の方にのみ案内状をお送りします。

【日　時】 ９月１５日（水）　午前１０時～

【問合せ】　保健福祉課社会係　　☎92-4245

市街地区

令和元年度開催の様子令和元年度開催の様子

－23－



令
和
三
年
九
月
一
日
発
行
／（
〒
０
７
１
‐
０
２
９
２
）北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町
本
町
四
丁
目
六
番
一
号

編
集
・
美
瑛
町
総
務
課
広
聴
広
報
係
（
０
１
６
６
）
92-

４
３
４
５

印
刷
・
㈱
須
田
製
版　

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　美瑛小麦応援店舗一覧　　　　（25 店：令和 3 年 8 月時点） 

店舗名 美瑛小麦使用商品 店舗名 美瑛小麦使用商品

パン工房小麦畑 ゆめちから山型食パン  レストラン　ビブレ パン・ド・美瑛など

Lunch&Cafe’風 美瑛うどんすき鍋  フェルム・ラ・テール美瑛 クロワッサン食パンなど

駅の見えるレストラン &

カフェ KOERU
美瑛カレーうどんなど  美瑛選果（小麦工房） ゆめちから食パンなど

VILLA e PIZZERIA iLcoVo ピッツァ  小さなパン店リッカ・ロッカ パン全般

てらてらの丘 ベビーカステラ
 道の駅びえい「丘のくら」

 香麦食堂
美瑛カレーうどん

だいまる 美瑛カレーうどん
 白金四季の森

 ホテルパークヒルズ
しょう油ラーメンなど

うどん処　麦彩の丘 うどん  自家焙煎珈琲店 GOSH パン ･ ド ･ カンパーニュなど

四季彩の丘 ナンカレー  リーズカフェ プレーンベーグル

マルミ菅製菓ベルビー店 じゃがチュロスなど  bi.yell cafe' ～ koiya ～ 美瑛カレーうどんなど

だぐらすふぁ～。 タリアテッレなど  なごみの森厨房 美瑛野菜カレーうどん

atelier nipek アマンディーヌ  BETWEEN THE BREAD ハンバーガーなど

あるうのぱいん パン、カフェメニュー  あさひ町珈琲 豆乳クリームパン

麦菓堂 フランスパン全般など  

美瑛小麦スタンプラリー

　町内の小麦畑や美瑛小麦応援店舗とその

商品など、美瑛小麦にまつわる写真にハッ

シュタグ【♯美瑛小麦】を付けて投稿して

ください。「いいね」の多かった投稿から

順番に Be コインをプレゼントします。

　＜開催期間＞ 
９月１日（水）～ 12 月 31 日（金）

　期間中に「美瑛小麦応援店舗」の各店

舗で 500 円以上利用すると、スタンプが 1

つもらえます。集めたスタンプ数に応じて

抽選で Be コインが当たります。

　各応援店舗や道の駅などでスタンプラ

リー帳を配布しています。

美瑛小麦 Instagram2021

　＜投稿期間＞
９月１日（水）～ 12 月 31 日（金）

詳しくは、美瑛小麦推進協議会ホームページをご覧ください

美瑛小麦の美味しさを知ろう！ 美瑛小麦の写真を撮ろう！

美瑛小麦を食べよう！キャンペーン

　美瑛小麦推進協議会では、美瑛小麦や応援

店舗の情報を発信するホームページを公開し

ました。

　７月９日に開催した美瑛小麦フォーラムの

様子もご覧いただけます。

　また、facebook や Instagram のアカウント

でも情報発信を行っていますので、みなさん

フォローしてください。

facebook Instagram


